
授業の大切な要素「板書」
どの授業においても大切な役割を果たしていたのが板書です。
板書は、効果的に活用することによって、思考の流れを可視化

することができたり、児童生徒の思考力や表現力を育てたり、共
に学ぶよさを感じさせたりすることができます。また、授業を通
して構成された板書は、自分の授業を振り返る大事な資料となり
ます。今回の学校教育課通信は、学習指導において重要な「板書」
から、授業の充実を考えてみたいと思います。
学習内容によって大きく変化する板書ですが、整理してみると

次のような要素で構成されます。

（１）板書の基本的な構成

学習課題とまとめの明示は本時の学習内容を明確にします。
また、矢印や吹き出しを効果的に活用することは、児童生徒の
思考の流れに沿った板書を構成するのに有効な手立てとなりま
す。
また、板書は児童生徒のノートづくりと密接に関係していま

す。板書を考える際には、児童生徒がノートに書き込む内容と
関連させて十分検討する必要があります。
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板書から始める授業改善

◆見やすく、授業の流れがわかり、本時の学習内容がわかる板書を目指しましょう！

◆板書の役割は

・思考の流れの明確化。

（書く内容の吟味、一授業一板書）

・事実や考えの共有化。

・学習内容の提示。（要点、集約）

・学習内容全体の見通しと振り返り。

◆課題とまとめの整合性を

・まとめは学習課題の答えとして。

・系統性のある段階的な指導を通し

て自分でまとめを書けるように。

◆比較・検討、関連、統合の意識を

◆板書の工夫
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（２）板書計画を立てることのメリットと留意点

「授業スタンダード」に示されているとおり、板書計画を立てることによって、次のようなメリット
があります。

・授業の流れが明確になり、指導のポイントがはっきりする。
・子どもの思考の流れを想定することにより、発問や活動が見えてくる。
・ノート指導にも生かすことができる。
・学習形態を工夫したり時間配分を考えたりする大きなヒントになる。
・自分が指導内容を十分に理解しているかどうかの重要な指標になる。 など

板書計画を立てることによって多くのメリットがありますが、逆に気をつけなければならないことも
あります。板書計画にこだわり過ぎると、次のような傾向が見られることもあります。

・板書の中心となる重要な言葉を引き出そうとして、発問が一問一答になってしまう。
・板書計画を立てる際に予想した児童生徒の反応だけを優先的に取り上げがちになってしまう。
・板書を書くことに気を取られて発問のコーディネートがうまくできない。 など

児童生徒の思考の流れに沿って板書を構成することは、学習の深まりに欠かせない大切な要素です。

（３）授業の要素と板書
下の図は「授業をつくる１６の視点」（福島県授業改善研究会刊）の「２．授業をつくる」に示され

た「５つの視点」です。これら５つの視点をそれぞれ見ていくと、どれも板書と深く結びついている
ことが分かります。

みんなの考えが出され、それらの考えがまとめられる場が黒板であ
るという意識を、教師と児童生徒が共有すること。その共有によって
学び合いが深まり、授業の充実につながっていくと考えます。

ねらいとまとめの整合性

・「教えたいこと」を「学

びたいこと」に。

・見通しを持つ場をつく

る。

・学習を振り返る場があ

る。

・板書計画を大切に。

よい学習課題

・実態に即している。

・身近な素材や事柄。

・考える必然性がある。

・興味や関心を高める。

・適切な難易度。

・多様な見方や考え方を

引き出す。

基本的な授業要素

・考えが反映される板書。

・意欲が高まる発問。

・理由や根拠を大切にし

た話合い。

・主体性を育てるノート

づくり。

「共有」と「吟味」

・形態の工夫。

（ペア、グループ、全体）

・吟味の活動。

意見の相違の吟味。

根拠の相違の吟味。

揺さぶりや再確認。

振り返りの場

・授業の内容、思考過程、

意味、価値を振り返る。

・振り返り活動の工夫。

（新聞、日記、解説文、

掲示、４コマ など）

・自己評価や他者評価。

授 業


